
「中
嶋
嶺
雄
先
生

お
別
れ
の
会
」
の
ご
案
内

謹
啓
　
陽
春
の
候
　
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
　
い
」存
知
の
よ
う
に
　
公
立
大
学
法
人
国
際
教
養
大
学
の
初
代
理
事
長
・学
長
を
務
め
て
い
た

中
嶋
嶺
雄
先
生
が
去
る
二
月
十
四
日
　
享
年
七
十
六
に
て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

学
内
業
務
や
海
外
出
張
　
講
演
　
執
筆
な
ど
多
忙
な
中
で
の
「早
す
ぎ
る
死
」
で
し
た
　
葬
儀
は
家
族

の
み
に
て
済
ま
さ
れ
　
一二
月
十
七
日
に
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
葬
が
執
り
行
わ
れ
　
秋
田
県

内
外
よ
り
千
二
百
人
を
超
す
方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
五
十
年
間
　
実
証
的
か
つ
文
明
論
的
視
野
に
立
っ
た
現
代
中
国
研
究
を
確
立
し
　
ま
た

東
京
外
国
語
大
学
長
　
国
際
教
養
大
学
学
長
と
し
二
局
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
リ
ー
ド
し

て
こ
ら
れ
た
中
嶋
先
生
の
功
績
を
偲
び
　
い
」冥
福
を
祈
る
機
会
を
東
京
で
も
設
け
た
い
と
考
え

左
記
の
通
り
「お
別
れ
の
会
」を
企
画
致
し
ま
し
た

ご
多
用
中
誠
に
恐
縮
な
が
ら
　
皆
様
に
広
く
お
集
り
い
た
だ
き
た
く
　
謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す

謹
自

平
成
二
十
五
年
四
月

「中
嶋
ゼ
ミ
の
会
」
一同

記

日
時
　
平
成
二
十
五
年
六
月
二
日
（日
曜
日
）午
前
十
一時
開
始
　
（受
付
は
午
前
十
時
半
よ
り
）

場
所
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
　
本
館

一
階
「平
安
の
間
」

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
十
番
四
号

電
話
　
〇
三

公
二
五
八
一
じ
〇
一
一
一

会
費
　
一万
円
　
（学
生
は
五
千
円
）

発
起
人

明
石
康
（代
表
）

マ
ー
ク
・ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
　
上
原
尚
剛
　
大
宅
映
子
　
粕
谷
一希
　
亀
山
郁
夫

ジ
ェ
フ
ル
ド
・カ
ー
テ
ィ
ス
　
木
村
孟
　
ド
ナ
ル
ド
・キ
ー
ン
　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・ク
ラ
ー
ク

小
林
陽
太
郎
　
塩
川
正
十
郎
　
鈴
木
裕
子
　
給
田
英
哉
　
堤
清
二
　
西
木
正
明
　
野
田
一夫

槙
原
稔
　
村
上
陽
一郎
　
茂
木
友
二
郎
　
渡
辺
利
夫
　
渡
辺
玲
子

東
京
外
国
語
大
学

「中
嶋
ゼ
ミ
の
会
」
一同


